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２００７年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 
２００８年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
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研究課題名（英文） A statistical study on the factors affecting citations  
 received by scientific articles. 
研究代表者 





学の 6 分野から各 4 誌（すべて英文誌）を選
び、それぞれから 2000 年発表の原著論文





を 含 ん だ 場 合 (TC_Total) と 除 い た 場 合










j-l の 3 つの説明変数は各論文の第一著者に対













抽出した。このデータから説明変数 j, l を定
め、更に、Thomson Scientific からそれらの引



























は概ねどの分野でも相関係数 r が 0.3 から
0.6 の範囲であった。説明変数同士では、









 次の 2 通りの標本に対して線形重回帰分析
(LR)と負の 2 項重回帰分析(NBR)を行った。 





(B) 雑誌別に 24 の標本(n=51～60)を作る。6








の概要を表 1 に示す。 
①モデルの当てはまりの良さ：表 1 に、自由




表 1 LR と NBR の結果 
分野 物性物理 無機化学 電気工学 生化学 生理学 消化器
n 230 227 229 240 236 233
LR　の　結　果　概　要
Rc
2 0.262 0.320 0.271 0.475 0.607 0.497
Rel SE 468.5 332.0 1068.6 172.8 251.4 385.3
Authors △ △ △
Insts ● ○
Countries ▲ △
Refs ◎ ○ ○ ○ △
Price ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
Figures ○ ◎ △
Tables ▲ ◎
Eqs ●




1A ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎
1B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1C ○ △ ◎ ◎
NBR　の　結　果　概　要
RDEV,c
2 0.277 0.314 0.279 0.451 0.541 0.486




Refs ◎ △ ◎ ○ ○








1A ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
1B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎







Refs が 4 つの分野で共通に選択され、他の





























図 1  NB 回帰による被引用数予測 
（無機・核化学分野の例） 
 
(3) LR と NBR の当てはまりの良さの比較 
 表 1 には、当てはまりの良さについて 2 つ
の指標を示した。しかし、NBR に対する自由
度調整済み決定係数（デビアンスから導かれ
る RDEV,c2）は、LR でよく用いられる Rc2とは
定義が異なる。そこで、LR と NBR の適合性
を比較するため、次式で定義される相対残差
平方和(Rel SE)を用いた。 















 説明変数 Publ、Impact、Age のデータを得
るには、対象の論文（ソース論文）の著者の
過去発表論文を同定する必要がある。このた





























































 LR モデルと NBR モデルの比較では、後者
の方が観測値に対する当てはまりがよいこと
が示された。LR の相対残差平方和を標本サ
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